
会議の名称 小清水町防災拠点型複合庁舎建設検討委員会　第15回会議
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議　　題 １　実施設計について
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会　議　録



審議内容 １　実施設計について

（１）実施設計について

①第１４回会議の質疑応答の補足

・　前回の会議で回答を保留していた内容について、抜粋して説明を行った。

②計画概要

・　建築概要、付帯施設などについて説明を行った。また、計画事業費については、基本設

　計で本体工事費を２２億円と見込んでいたが、別に発注することで検討してきた外構工事

　１．３億円を工事費や工期の圧縮を図るために本体工事に含めたことで、その分が増額に

　なっている。したがって、基本設計から本体工事費は変わっていない。

③平面計画

・　地下１階の屋外に、バス利用者や職員が利用する自転車置き場を国道側に追加した。

・　相談室３は確定申告の受付会場、活動室は期日前投票所として使用する。

・　ランドリーは、未定ではあるが２４時間営業ができるよう、スペースを区切るようにし

　ている。

・　図面に記載はないが、フィットネスラウンジの南側にボルダリングウォールを設置する。

・　メイン出入口の正面にある階段は、来庁者が最初に目にする場所であるため、シンボリ

　ックな階段にするために若干幅を広げた。

④工事工程表

・　１１月の臨時議会で工事費を補正、１月に入札、２月には着工を予定しており、竣工は

　令和５年３月を予定している。令和６年度の来庁者駐車場の完成をもって、概ねの工事が

　終了する。

⑤名称

・　これまでにぎわいゾーンのコンセプトとしてきた「ワタシノ」を施設の名称とすること

　を検討しており、１月号広報によりパブコメを募集する。

【質疑応答、ご意見】

■　地下から１階への階段について、下が広くて、上が狭い。このような形状になったの

　は、前回会議でエレベータが大きくなったからと聞いていたが、この形状は違和感があ

　るので、平行になるように直した方が良いのではないか。

　→　地下１階待合ホールの階段横のスペースは、用途がないこともあり、人が行き来し

　　やすいように階段幅を広げている。下に向かって広がっているのは、機能的な意味合



　　いではなく、意匠によるものである。なお、上と下では１ｍ程度の差がある。

　　　安全面などを確認して検討する

■　階段の上が狭まっていると、緊急時などに利用するときに目の錯覚によって危険にな

　ることがないのか不安であるため、専門家の意見を聞いて判断してもらいたい。

　→　階段には、段差が見えやすいように目立つ色でノンスリップを付け、手すりも設置

　　するため、利用する際には危険はないと考えている。

■　上下で幅の違う階段はよいと思う。デザイン的にも他にはないので、それが逆に良い

　と思う。

■　「ワタシノ」という建物の名前については、町民が「ワタシノ」に行こうと言っても

　らえるのか、名称とするには違和感を感じる。町民に伝わるか、扱い方を考えた方が良

　いのではないか。

　→　町民ひとりひとりが、わたしの居場所と思ってもらえるような愛称にしたいと考え


　　た。１月号広報で意見公募を行い、最終的に判断する。なお、正式名称は、小清水町

　　防災拠点型複合庁舎とすることで検討している。

■　建物の名称を「ワタシノ」と決めた前提でのパブリックコメントには違和感を感じる。

　→　名称を公募をした場合、これまで施設の根幹としてきた「わたしの居場所」と思っ

　　て利用して欲しいというコンセプトが消えてしまうことを懸念した。したがって、こ

　　のようにパブコメを募集するとことが良いと判断した。

■　サイン計画は提示されないのか。

　→　これから詳細を詰めていくことになるが、事務局にお任せいただきたい。

■　カフェの運営などについては、就労支援の事業として取り入れていくことも検討した

　方が良いのではないか。

　→　社会福祉協議会と協議を行い、清掃など委託可能な業務を検討している。

■　吹き抜け空間を建物の真ん中に作ったことは、にぎわいづくりのためにも良い設計だ

　と思う。コストを最優先に考えたら普通は存在しない。これからの利用用途の幅が広が

　り、開放的な気持、尊厳な気持ちが生まれる。

■　フィットネススペースからシンボルひろばの緑が見られるのは良いが、南側の建物や

　公衆便所が見えるのはどうなのか。植栽では隠しきれないのではないか。

　→　シンボルひろばには石碑や銅像があり、案内看板の設置も計画しているため、それ

　　らの配置も含めて検討していきたい。

■　立派な建物ができるので、問題はこれからの運営の仕方だと思う。小清水町らしいロ



　ーカル色を出して、にぎわいゾーンの運営をして欲しい。

■　温泉掘削工事が進められ、今後は冬の床暖房への利用を想定していると思うが、夏に

　使用を止めると故障するという話も聞いているので、通年での利用方法を考えた方が良

　いのではないか。夏でも床暖房に循環させる必要があるのではないか。

　→　床暖房を使わない時期でも、量は減るが給湯の加温に使う計画となっている。

　　　メンテナンスの方法などは、今後検討する。
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